
今月の読み物

デカ！

株式会社榎戸材木店
会長　榎 戸 正 人

　スマホは今や必需品で、特に若者にとっては命の次に大切だとさえ言えるほどです。何をするにもス
マホ、スマホ……アプリによっては使用するにはお金が掛かるので、その支払いのために食事代を削り
アルバイトをするなど、まさにスマホの奴隷と化しています。
　その点、私にとってスマホはガラケイの延長戦で、電話が使えればよい、会社や家族からラインで送
られてきた文書や写真を見る程度の使い方しかしていません。家族も社員も自由自在に使いこなし、家
を出るとき妻に「次の新浦安駅行のバスは何時かなぁ」と言えばたちどころにスマホで調べてくれます。
　旅行やレストランの予約も、スマホで一発。買い物もオンラインで買えて、家まで配達してくれます。
便利ではありますが、これにハマッたらたちまち支払金額が溜まっていきます。
　クレジットカード決済は何かを買った、使ったという記憶は残りますが、スマホ決済は使ったという
意識がないまま「債務」が溜まっていく……
　ポイントが貯まるのは嬉しいですが、携帯電話会社から「預金残高が足りず、決済が出来ません」とい
う連絡が来たら、慌てて指定銀行口座にお金を入れなくてはなりません。支払いが滞るとスマホ契約自
体が凍結されて、使えなくなってしまいます。これは死活問題です。
　アメリカではクレジットカードやスマホ決済などの支払い残高が 1万ドル、150万円程度あるのが標準
だとされていますが、日本では約30万円程度と言われています。アメリカではこの決済のためにアルバ
イトを掛け持ちしたり副業をする人が増えているそうですが、日本でもアルバイトをする若者が増え、
さらには闇バイトに手を染める人まで出て来ます。違法なインターネットカジノが問題になっています
が、気軽なスマホ決済にハマるのも、合法ではありますが問題ではあります。自制心との戦いです。
　私は「現金主義」の古い人間なので、支払限度30万円のクレジットカードしか使いません。しかもこの
カード、決済は銀行口座からの自動引き落としではなく、請求書が来たら近くのコンビニに支払いに行
くという、便利なのか不便なのかわからないシロモノです。請求書が来て金額を見て「デカ！こんなに
使ったっけ」と明細をチェック。30万円を超えたら、その部分は金利を払って翌月末支払いとなります。
　それを恐れてスマホ決済は便利だとは思いつつ、やっていません。皆から有効利用していないと言わ
れますが、（元）経営者としては、決済不能は最も怖い……あまり多用していないにも関わらず、8年近
くも使ったスマホの調子が悪くなったので、買い替えることに。たいした事には使っていないのだから
性能はどうでもよくとにかく安いものをと、なんと 2万 2千円と
いう格安のものを選びました。でも一応、国産品です。
　しかし、安い分、集積度の高い小さな半導体を使っていないた
めか、とにかくデカイ！今まで使っていた左側のスマホが子供の
ようです。
　ポケットから取り出すたびに「デカ！」と心の中で叫びます。こ
れなら毎月の支払金額が「デカ！」にならずに済みそうです。でも、
デカ過ぎて扱うときもシャープじゃないよなぁ……
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い、御神徳発揚の機関として、今の出雲大社教を興し、その傘下に教会・講社を持ち、その使命に向っ
て邁進をしています。

出雲大社相模分祠の創建について
　相模分祠は、1888年（明治21年）に大社島根県に鎮座する出雲大社第80代国造・千家尊福公に請願し、
秦野市平沢の累代の神職であり秦野煙草の祖と仰がれる草山貞胤翁が大国主大神の神徳を関東地方に広
める為の要所としたのが始まりである。
　出雲大社相模分祠は相撲の神様ともゆかりが深く、初詣節分祭には伊勢ケ濱部屋による横綱日馬富士・
横綱照ノ富士や関取たちが毎年来社し盛り上げて、30年以上になるという。
　15年程前にこの神社の草山宮司宅の銘木を楠戸氏が納入し、私も紹介を受け節分時のお付き合いが始
まった。毎年節分には伊勢ヶ濱部屋の関取との豆まきが実に楽しみの一時である。
　こんなわけで今年も参上し、伊勢ヶ濱部屋の関取にお会いしたが若手が上席し変化が大きい。大相撲
人気も増々上昇、今初日には全日の席が「満員御礼」である。
　今年の節分は天気も最高ですばらしい一日で、今年一年、人災、天災も無く幸せな一年でありますよ
うにと祈願して、秦野を後にした。 記　令和 8年 2月22日

立春大吉ののぼりの前で談笑する力士達。中央が草野か
ら名前を変えた「義ノ富士」

直会で挨拶する義ノ富士と力士達。

節分豆まきの台場に上る力士や関係者達。福は内、福は
内。ここに私も登った。

義ノ富士と 2ショット。熊本の出身。本名、草野直哉さん。
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